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ひとりひとりを生かす保育

一一子どもの気持や動ちに応ずる働きかけ－ー

1 9 8 8 

島根大学教育学部附属幼稚園
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は じ め

初夏の風薫る若葉の季節になりました。乙の季節感は、水iζ和み、砂や土iと親しむ子ども達の生

活々動を一層活気づけているように思います。入園当初、ど乙でもあり勝ちな園児達の保護者との

分離不安や新しい生活状況への適応困難の課題を次第に克服しながら、本国でも圏全体i乙漸くある

種の落ち着が感じられるようになりました。

さて今回は、 「ひとりひとりを生かす保育」を研究主題とする第 16年次の研究会であります。

昭和47年に研究の起源をもっ乙の主題は、それを構成する実践の諸要素について、その都度、慎

重かっ厳密な検討を重ねながら課題全体の構造化を図り、今日に到っております。したがって研究

の経緯について申しますと、 ζの問、研究担当者の移動iζ伴う交替や、子ども遠の生活をめぐる時

代・社会状況の漸進的な変貌など、保育の実践研究iζ係る基礎的条件の変化が見られましたが、そ

れまでの先行研究の成果について、その現実的な意味を絶えず問い直しながら、それに続く研究の

ステップを構築し、子ども達の活動と課題の具体化に取り組んで参りました。

また、資料iと示すように、本研究（第 16年次）を含めての労作は、すべて此れら先行研究の成

果を踏まえて新たな展望を聞き、発展的l乙保育の内容や方法の組織化を目指したものであると考え

ます。 ζのように、子どもの生活や遊びの実態iζ即しながら導かれた論理の確かさを、繰り返えし

保育実践を通して検討する乙とによって、全体としてひとつの保育実践研究の体系化が順次iζ育ち、

形成されてきているように思われます。保育活動の基底は、 「子どもと保育者の間の保育関係」に

あるとすれば、同時に必然化されるのが保育者自身による「指導性Jの問題であり、その具体化の

ためのいくつかの作業仮設でありましょう。そして、今回、保育者の「子どもの気持ちゃ動きに応

ずる働きかけ」という課題の枠組みが、例えば子どもの「自立的iζのびのびした活動」という保育

目標に対して具体的にどう結びつき、どのように関連していくのかは最も興味ある問題であるとい

えます。また、 「ひとりひとりを生かす」とは、個人と集団が「生き」、 「生かす」ことにおいて

相互に矛循しないばかりか、同時にその全てが生きる乙とを含むのであるから、正iζ保育における

究極、普遍の命題であるとともに、保育そのものの本質を志向する王道を示唆するものであると言

へます。

したがって保育実践の課題として上に掲げたサブ ・テーマは、保育活動の実際を通して、その理

念、・本質iζ接近するチャンネノレと解するととが出来るでありましょう。

ζの一年、ささやかながら鋭意研修に取り組み、またひとつ年輸を加えました。

御参会の皆様方の卒直なと批判、ご指導を心からお願し、申し上げる次第です。

島根大学教育学部附属幼稚園長

福 井一明
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